
（別紙３）

～ 令和　7年　10月　31日

（対象者数） 33世帯 （回答者数） 26

～ 令和　7年　10月　15日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 トイレがもう少し広くなると介助がしやすい。

2
新しい職員も入ることで、新たな取り組みや、より良い方法
を見出し、取り組んでいく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
系列事業所と連携を取り、可能な限り対応できるよう努めて
いる。

2

3

支援学級のお子さんの新規問い合わせが多くなってきたが、お
迎えに向かう学校を増やすのは難しい。

受入可能人数、職員数、車両数などが要因として挙げられる。

【職員】
経験豊富な職員が多く、子ども達にとって安心して過ごす事
ができる雰囲気・人的環境となっている。

風通しの良い職場であることが、子ども達や保護者にとっても
また、過ごしやすい環境・利用しやすい環境につながってい
く。
その意識を持って過ごすよう努め、マナー等 様々な研修も
行っている。

【会社が多機能】
しあわせ駅は事業所が複数あること、また、系列会社に、グ
ループホーム(ショートステイ)、就労、カフェもあることで、
利用の幅が広がりやすい。

ショートステイご利用の際、放デイとショートステイ先の職員
同士の連携がとりやすい。
障がいのある方への理解あるカフェに行けることで、外食体験
も活動に取り入れやすい。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

【設備】
療育しやすい空間となっている。
広い部屋に加え 小部屋も複数あり、子ども達の目的に応じて
過ごす事ができる。また、その日の子どもの状況に臨機応変
に対応しやすい。広い庭もある。

広い庭には大きなトランポリンもあり、子ども達が楽しみなが
ら体幹トレーニングも出来ている。

○事業所名 しあわせ駅次郎丸

○保護者評価実施期間 令和　7年　10月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和　7年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　7年　10月　31日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


